
令和 8年度チャレンジプロジェクト Ｂ．地域理解プログラム 

9月 25日（火）探究フォーカスデー３・４時間目、２年生は「探究スキルを学ぶワークショッ

プ」にて、各グループで中間報告を行い、地域でご活躍されている外部講師の方々からご助言

をいただきました。 

生徒たちは、いただいた助言をもとに、これから自分たちはどのように活動していけばいい

のか、考えることができました。また、改めて地域の知らない課題や魅力に気づき、当事者や

利用者の立場に立って考えるテーマ設定の重要性について実感することができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

〈 生徒の感想 〉 

・ワークショップでの先生からのお話を聞く中で、地域づくりの 5 つのコツというものがあり、その

中ですごく刺激になった言葉は、「知ってもらうまでが活動」という言葉です。私達の探究活動で、

この「知ってもらう」というのはものすごく重要なので、今後の活動に活かしていきたいと強く考え

ました。その他の 4つの中の 1つである「小さくやってみる」というのも、大きく動くよりも、まずは

1 歩を踏み出して経験を積んで動くことが重要なんだと凄く思いました。相手が欲していることは

自分も欲している可能性があるというのもすごく響いたので、私達もだれかが欲している探究がで

きていたら嬉しいなと思います。 

・一番心に残ったことは「3 倍の法則」という言葉です。3 倍伝えてやっと 1 が伝わることは SNS

を使う場合でも言えることだと思いました。これからは助言してくださった先生の言葉を参考にし

て活動していきたいです。 

・講師の方の、テーマや方針を決める時、悩んでいることや課題から考えるとなかなか思いつかな

かったりするけど、こうなったらいいなと結果から考えてみると意外と思いつきやすかったりする

という言葉が印象に残った。テーマはもう決めているけど、今後どこかのタイミングで行き詰まった

時にこの言葉を思い出して実践してみたいなと思った。探求を進めていく上で大切なことだけでな

く、発表する際に意識すべきことも教えていただいたので、来年の成果発表のときや普段の発表の

ときにも活かしたいなと思った。 


